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館長講座                      2024年7月7日

『遊佐町の考古学Ⅰ』
第1回 遊佐町の旧石器時代から縄文時代前期

山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館

館 長 渋 谷  孝 雄

はじめに

遊佐町は県内で最初に科学的な発掘調査が行われた町で山形県の考古学の原点でもある。昭和2

6年８月致道博物館による吹浦遺跡の第１次調査から72年が経過した。以来、昭和29年には特色の

ある出土状態で発見された「杉沢の土偶」について江坂輝弥・酒井忠純氏の論文が発表され、昭和

36年には本邦にもたらされた最初の金属器である「三崎山の青銅刀」の評価が柏倉亮吉氏によって

行われた。昭和41年には早期の金俣Ｂ遺跡の調査が行われ、昭和45・46年の町教委が主体となった

神矢田遺跡の発掘調査では、後・晩期を中心に中期末から弥生時代の土器が多数出土した。

さらに、昭和58年から61年まで吹浦バイパス建設工事に伴い吹浦遺跡の緊急発掘調査が行われ多

数の竪穴住居跡と大規模な貯蔵穴群が発見された。平成４年には鳥海南麓農地開発事業に伴い金俣

Ｉ、Ｋ遺跡の発掘調査が行われ、山間部の特殊な遺跡であることが明らかとなった。平成７年には

県営ほ場整備事業に伴い小山崎遺跡の調査が行われ、全国的にも有数な低湿地遺跡であることが明

らかとなり、平成10年度から23年度まで継続して発掘調査が行われ、平成27年度には総括報告書、

令和元年度には総括報告書(2)が刊行され、令和2年3月10日に国の史跡に指定された。

また、平成10年には農道整備事業に伴う竜沢山遺跡の発掘調査で中期中葉の竪穴住居跡が検出さ

れ、小山崎遺跡の関連調査の中で柴燈林遺跡の小規模な発掘調査も行われ、縄文時代中期中葉の大

規模な遺跡であることが判明した。

１ 遊佐町の旧石器時代

縄文時代以前の旧石器時代の遺跡の探求は佐藤禎宏氏によって精力的に行われ、村上孝之助氏が

臂曲や金俣から採集した資料や、月の原などで採集されていた旧石器について報告された (佐藤1

966a･b、佐藤1967a･b、柏倉他1972)が、発掘調査は行われていなかった。

図2の上段がこれらの資料の実測図である。臂曲遺跡で採集された石器にはナイフ形石器3点と彫

刻刀形石器1点があるが、ナイフ形石器には杉久保型ナイフ形石器があり、彫刻刀形石器は神山型

彫刻刀形石器であることから杉久保石器群であると言える。金俣Ａ遺跡には基部加工で先端も幅広

のナイフ形石器と周辺加工の尖頭器、石刃がある。臂曲遺跡と金俣Ａ遺跡の資料は村上孝之助氏の

コレクションに含まれており、昭和49年10月1日に町の文化財に指定された。

月の原Ｂ遺跡には基部と先端左側に加工が施されたナイフ形石器と基部側に刄部を作出した縦

型掻器がある。また、今回展示している金俣Ｆ遺跡のナイフ形石器は佐藤禎宏氏の採集資料で基部

両側と左側縁全体に刃潰し加工が施されている。

展示資料の吹浦遺跡の台形石器は４次調査で1219号土坑の堆積土から出土したもので、現位置を

失って単独で出土した。玉髄質の縦長剥片を截断し、切断面に急角度の刃潰し加工を施した撥形の

台形石器で、これに類似する石器は秋田県縄手下遺跡で出土している(吉川2006)。

また、1976年には宮山坂Ｆ遺跡で細石刃や湧別技法による細石刃核が出土していることが判明し

た(佐藤･中山1976、佐藤1982)。佐藤氏によれば採集された石器は14点で湧別技法による細石刃核
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が1点、細石刃が8点、荒屋形彫刻刀を含む彫刻刀形石器とその未成品が4点、石刃が1点である。こ

の他、大川貴弘と山形県教委が採取した細石刃が2点ある。平成14年12月に農道整備に関連してそ

の敷地内を、山形県教育委員会が26ヶ所の試掘調査を行ったが石器は出土しなかった。この調査時

に1点の細石刃を採取している。

平成12年に懐ノ内Ｆ遺跡の発掘調査が渋谷孝雄と発見者の大川貴弘氏とによって行われた(渋

谷・大川2000、大川2001)。後期旧石器時代前半期の米ヶ森型台形石器と石核未調整の石刃石器群

から成る石器群であった。図3の下段に石器の分布図を、図4から図8に出土した石器の実測図を掲

載した。図4の3013と2064は米ヶ森型台形石器である。また、2005は剥離面が小さいが台形剥片の

石核である。この他採集品の石核2点を展示している。図4下段は大形の剥片の腹面から横走して、

連続的に剥離された台形剥片である。図5には2点接合する台形剥片の接合資料を3点示した。図6、

7には寸詰まりの石刃を図示した。2019は細石刃の可能性がある。展示品にあるように遺跡からは

細石刃が採集されている。図7の下段、図8には石刃の接合資料を図示した。

2020年には日本海東北自動車道関連で発掘調査が行われていた水林下遺跡で台形様石器を伴う

石器群が発掘された（(公財)山形県埋蔵文化財センター2021）。2022年と継続して発掘調査が行わ

れている(109、114、119)。後期旧石器前半期では県内でもっとも古い時代の石器群が出土した。

現在報告書作成中で、今回、期間を限定して展示することとなった。図3の1､2は台形様石器、3は

錐、4は楔形石器、5はスクレィパーである。なお、石刃やナイフ形石器はないが、透閃石岩製の磨

製石斧の断片資料が出土している。

２ 発掘調査が行われた縄文時代の遺跡

（１）小山崎遺跡

  調査の経過と概要

小山崎遺跡の発掘調査は、平成７年度の県営ほ場整備事業を契機となった。山形県教育委員会に

よって遺跡の一部で緊急調査が実施された。その結果、地層の堆積順序から縄文時代早期から晩期

までの長期間にわたる文化の移り変わりを明確に捉えることができ、また、泥炭層のため建築部材

や木製品・骨・木の実などの腐りやすい有機物が良好に保存されている貴重な遺跡であることも明

らかとなった。関係諸機関や地権者の方々との調査結果を基にした協議で、遺跡の主要部分が遊佐

町土地開発公社によって買収され、現状のまま保存されることになった。

平成７年度の成果を踏まえ、山形県教育委員会が平成10年度から国庫補助を受け４ヶ年継続の学

術調査を行うことになった。遺跡の範囲・内容を把握したうえで国の史跡指定を受け、整備活用を

図ることがその目的となった。この調査は山形県立博物館が担当した。

しかし平成10・11年度の第2次・3次調査の結果、低湿地に隣接する舌状台地上は広範囲に土取り

が行われていることが判明し、予想されていた住居跡は発見できず、再び、低地部の調査の必要性

が生じた(阿部1999、2000)。この調査は第4次調査として平成12年度に緊急雇用対策事業で（財）

山形県埋蔵文化財センターが担当して、低地部の3ヶ所の調査を行ったが、低地には縄文時代後期

の集落はないとの予想がつけられた(渋谷・竹田2001)。

県立博物館の調査は５ヶ年計画に変更となり、平成12年度(5次)と13年度(6次)に低地を対象に実

施され、14年度にはボーリング調査が実施したが、低湿地の遺跡を残した縄文人の集落は発見でき

なかった(安部2001、2002、2003)。

これらの結果を踏まえ、集落探索の調査は調査体制が整った遊佐町教育委員会にバトンタッチさ

れた。
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平成15年には遊佐町教育委員会が緊急雇用対策事業で小山崎遺跡発掘調査団に委託し7月に小山

崎遺跡背後の山間部の試掘調査に着手した。第8次調査となる。同年10月から1月には9次調査とし

て背後台地の試掘調査が継続され、柴燈林遺跡にメスが入れられるとともに新たに柴燈林２、柴燈

林３、牛渡１、牛渡２、七曲道上が発見登録された。しかし、低湿地の遺跡を残した縄文人の集落

と同時期の遺跡ではなかった。平成16年にも遊緊急雇用対策事業で小山崎遺跡発掘調査団に委託

した第10次発掘調査は6月から8月にかけて行われ、低地部東部と舌状台地東側低地が対象とされ

たが、この調査でも、集落は発見できなかった。10月の11次調査はでは西方の山麓部の試掘調査

で柴燈林4、柴燈林5遺跡が発見登録されたが、水辺の遺構を残した縄文人の集落は発見できなかっ

た。2年、4次にわたる調査結果は平成17年に報告書が刊行された(佐藤2005)。

平成17年からは国庫補助事業による遊佐町教育委員会の直営の調査となり、集落探索の調査は継

続された。平成17年の12次調査では低地1ヶ所、舌状台地から低地までの斜面部に２ヶ所の調査区

が行われた(大川2006)。平成18年の13次調査は高倉林道の南の舌状台地と北の斜面部の調査が行わ

れに試掘溝を入れ、高倉林道北の斜面部に後期の集落の存在があるのではないかと注目された(佐

藤・大川2007)。平成19年の14次調査で高倉林道北の急斜面に入れられた調査区から中期末葉の竪

穴住居跡が検出され、後期のまとまった遺物も確認され、さらに過去の土取り範囲も明確になった

(佐藤・大川2008)。平成20年の15次調査では急斜面に中期末葉の集落があることが確定し(佐藤・

大川2009)、よく21年の16次調査でこの集落は中期末葉から後期後葉の竪穴住居跡が4棟、その可能

性が高い土色変化が5ヶ所で確認され、水辺の遺構や低湿地の多彩な遺物を残さした縄文人の集落

であることが確定した(佐藤・大川2010)。

その後、遊佐町教育委員会では総括報告書作成のための指導委員会を組織し平成22年にはボーリ

ング調査(17次)を実施したが、水辺の遺構の再調査が必要との結論に達し、平成23年に水辺の遺構

周辺の再発掘を18次調査として実施し、自然科学的なデータも収集した。この調査の結果や一部し

か報告のなかった県立博物館調査資料も検討し、平成17年に総括報告書が刊行された(大川編201

5)。その後、文化庁から成果をコンパクトにまとめるよう指示があり、令和元年度に総括編２が刊

行され(渋谷他2019)、翌令和2年3月10日に国の史跡に指定された。

その後、遊佐町教育委員会では令和4年に保存活用計画書、6年には整備基本計画書を刊行して現

在に至っている。

縄文時代早期・前期の調査成果

小山崎遺跡は縄文時代早期中葉の田戸上層式併行期(第1群土器)から晩期中葉の大洞Ｃ1式(第2

5群土器)まで、早期中葉から後葉と前期後葉の大木4式、中期前葉の大木7ｂ式期を欠いてはいる

が、ほぼ全期間にわたって生活痕跡がある希有な遺跡である。1回目の講座では小山崎遺跡の早期

と前期について調査成果を概観する。

縄文時代早期の遺構の検出はなく、土器は低地東部と高倉林道北の斜面部、高倉林道南の舌状

台地の付け根から出土している。図11の田戸上層式の土器は2次調査のＡ区のⅩⅢ層で出土した、

小山崎遺跡では最古の土器である(大川編2015)。野島式の土器は13次調査の高倉林道南の調査区

から出土し、鵜が島台式の土器は高倉林道北の調査区で出土した(佐藤・大川2007)。素山上層式

は低地東部(渋谷1997、大川編2015))と高倉林道北から出土している。いずれも断片的な破片資料

であり、早期に住んだ小山崎の縄文人の生活の様子はよく判っていない。

前期に入ると東部低地の舌状台地突端付近は早くから陸地していた可能性があるが詳細は判っ

ていない。前期の遺物包含層は深く厚く堆積している。

図12に示した前期初頭の上川名2式の土器は4次調査一区の最下層であるⅩⅣ層から出土した。
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この層準からは先端が発芽予防のために処理されたコナラ(ドングリ)の種子が多量出土している。

1次調査のＴ3東深掘区のⅨ層からは大木1式の土器が出土している。また、4次調査一区のⅩ層以

下では前期中葉の大木2a式がⅨ・Ⅷ層からは大木2b式の土器が出土している(図12上部左)。また、

Ⅸb層は十和田火山の火山灰とされ、分析の結果十和田－八戸の2次堆積物の可能性が高いと判断

されたが、土器の出土層準からは十和田－中掫とみてもいいのではないかと考えている。いずれ、

再調査が必要であろう。

6次調査T区では前期中葉のヤマトシジミの小貝塚が検出された(図13)。また、墓壙の可能性が

ある落ち込みが検出され、人骨や副葬品と考えられる髪針が出土した(図14右下)。この人骨の窒

素炭素同位対比からはサケの分布域にきわめて近いということが判明している(図15下)

大木3式土器は１次調査のT11北2深堀区のⅩⅣ層・ⅩⅠ層やT1北端深堀区Ⅵ層形出土している

(図12左上から2)。

大木5式土器は1次調査のT3東深堀区Ⅶ層、T11北2深堀区のⅩⅠ層、4次調査の一区Ⅶ層、5次調

査のP2区Ⅸ層から出土している(図12下段)。

大木6式土器は4次調査一区Ⅶ上層、1次調査のT3東深堀区Ⅶ層などから出土している（図12下段）。

調査資料は遊佐町教育委員会と山形県立博物館が保管している。

（２）金俣Ｂ遺跡

昭和41年に佐藤禎宏、加藤 稔氏の担当で酒田中央高等学校が発掘調査を行った。直径３ｍで円

形に巡る９本の柱穴が発見され、竪穴住居跡として報告されている。早期末の縄文条痕文、表裏縄

文土器等が出土している。

第11図51～53は縄文条痕文土器、54～58は表裏縄文土器、59・60は表裏より意図文土器である。

いずれも、早期末の素山上層式に相当する。

調査資料は酒田市が保管している。

（３）吹浦遺跡

吹浦遺跡の発見は大正８(1919)年に遡る。地元の松田又彦氏が発見し、東北大学医学部の長谷部

言人博士が現地で試掘調査を行って、吹浦一本木貝塚として報告を行った(長谷部1919)。その後２

回の発掘調査が行われている。

最初の調査は昭和 26 年から 28 年まで４次にわたって致道博物館が実施した学術調査である。

調査は 1 次が昭和 26 年 8 月 30～31 日、2 次が昭和 27 年 7 月 21～25 日、3 次が昭和 28 年 4 月 3

～7 日、そして 4 次が昭和 28年 10 月 2～6 日に行われた（柏倉・江坂他 1955）。

この調査では道路の切り通しで発見された「洞窟」と台地上の竪穴住居跡などが調査された。こ

の調査で海蝕洞とされたものは、台地の上から掘られた「フラスコ状土坑」であることが後の調査

で明らかとなった(渋谷1985)。出土した土器は東北南部の大木式土器と北部の円筒式土器との中間

的な様相を持つものとして、吹浦式土器の名前で呼ばれた。

２回目の調査は県教委による吹浦バイパス建設に伴う緊急発掘調査で、この調査も昭和 58 年

から 61年までの４次にわたった。1 次は昭和 58 年 6 月 6 日～9 月 30 日(渋谷・佐藤 1984)、2 次

は昭和 59 年 6 月 11日～10 月 9 日(渋谷・長橋 1985)、3 次調査は 1985 年 9月 17 日～11 月 16日、

そして 4 次調査が昭和 61 年 5月 12 日～8 月 30日(渋谷・黒坂 1988)。

この発掘調査の結果を要約するとつぎのようになる。

① 吹浦遺跡は山形県飽海郡遊佐町大字吹浦字堂屋39番地外に所在し、鳥海山の西裾のひとつが半

島状となって南方に突出した標高5～16mの泥流台地上に立地する。遺跡面積は約38,000㎡で、

今回の緊急発掘で、その東寄りの部分約5,000㎡の調査を行い、調査区の中央部から南端にか
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けては平安時代の、また、台地の縁辺部では縄文時代の遺構が密集して発見された。両者とも

調査時では県内では最大規模の集落であった。

②縄文時代の遺構は竪穴住居跡48軒，フラスコ状、袋状のもの173基を含む334基の土坑等が検出さ

れた。竪穴住居跡は，ほぼ同じ場所で数回～10回の建替があり，居住区域から外れてからは、土坑

の営まれる区域となっていることが切り合い関係から明らかとなった。しかし、遺物の接合関係か

ら、住居跡と土坑の同時存在が明らかになったものは一例だけで，特定の住居と同時存在の土坑群

を抽出するまでには至らなかった。土坑群では遺物の接合によって4基の同時存在が確認された。

出土した土器は深鉢形土器でⅠ～Ⅴ群に大別され、前期末葉から中期初頭における土器群は従前

から指摘されていたように、大木系、円筒系、関東・中部・北陸系が錯綜するものであることがな

お一層明確になったが、そのなかでも今回の調査では中期初頭と中部・北陸系の資料の充実が目立

った。しかし、その具体的なセット関係や、器種組成についての分析、検討は今後に残された課題

とされた。その後の小林圭一氏の研究によって吹浦遺跡の縄文土器は大木5b式から大木6式5期まで

継続し、大木6式前半は宮城や山形盆地の大木6式土器と比較すると、地域的な土器が多く、後半の

大木6式4・5期では北陸方面と本州北部の円筒土器の影響を強く受けた土器が共伴するということ

が明らかとなった(小林2014)。図14・15・16上半に大木6式1期・2期の土器を示した。図16下半、

図17には大木6式3期の土器を、図18・19には大木6式4・5期に相当する北陸方面、そして、東北北

部の円筒土器の影響を受けた土器を図示した。

縄文時代前期末葉の吹浦遺跡の石器は図21～25に示した。石鏃、石錐、石槍、石匙、石篦、掻器、

削器などの打製石器と磨製石斧、磨石、凹石、礫石錘、石皿、礫石器が出土しているが、その組成

をみると、植物質食料の加工に使われたとみられる礫石器が全体の3分の2程度を占めている。堅果

類・根茎類の貯蔵庫と考えられるフラスコ状土塘が多数検出されたことに符合するかのような石器

組成となっている。

最初の調査の出土資料は致道博物館が、２回目の出土資料は県教委が山形県埋蔵文化財センター

に保管している。
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